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目標と学生生活

　私は、英語に触れられる、外国の人と関われるということで、
多摩大学グローバルスタディーズ学部に入学することに決めまし
た。「英語が得意だからこの学部に入学した」という訳ではなく、
逆に英語に対しては苦手意識の方が強くありました。ということ
もあり、入学後のクラス分けを決める TOEIC の点数も悲惨な点
数であり、一番下のクラスから私の大学生活はスタートしました。
一番下のクラスに割り振られながら私は交換留学でドイツのブ
レーメンに行きたいという野望を秘めておりました。この野望は
見事 3 年生時に果たすことができ、一番下のクラスから始めた英
語のクラスも 2 年生時には一番上のクラスへとジャンプアップす
ることができました。このことから私は目標を持つことの大切さ
を学び、そして一つの学生生活の中での成功を勝ち取ることがで
きました。今回は一番下のクラスからスタートし一番上のクラス
へと上がり、そして交換留学生としてドイツへ行くまでの私のも
がきと留学生活を通して感じた危機感等を伝えられればと思って
おります。
　初めての授業の日、というよりかは TOEIC の結果が返却され
たときに私は、「こんな点数で、英語で授業なんてどうやってや
るんやろう。授業になるんかな。」というのが最初に感じた事で
あったと思います。案の定その感じたことというのはほぼほぼ実
際に起こったことでありました。喋っていることが聞き取れず、
何か答えなければならないんだろうなということは分かります
が、なんと答えればいいのか分からない、なにを質問されている
のかわからない、こんな状態から授業がスタートしました。もち
ろんこのようなままでは授業は進まないので、先生が喋った内容
をホワイトボードへ書き出してくれて、「そんな簡単なことを聞
いていたのか、そんな単語しか使ってなかったんだ」と先生が質
問していることが理解できなかった自分に失望したのを覚えてい
ます。ですが、この聞き取りに関しては、さすがに毎日 3 時間授
業があれば一ヶ月もすれば分かるようになりました。それに加え
私は某聞き流し英語教材を毎日往復 2 時間、通学時に聞き続けて
いたこともあってか、他のクラスの学生よりも理解度が増してい
ました。ここでポイントとなり、よく TOEIC のテスト前にもや
ることなのですが、倍速で聞くことで普通の速さで英語を聞いた
ときより明確に英語を聞き取ることもできました。なので授業の
前に聞いてやってみることも良いのかも知れません。聞き取りに
関しては授業と倍速の聞き流し、それに加え私は洋画を見るよう
にすることで改善に努めました。器用ではないので、とにかく量
を増やすことで聞けるようになっていきました。読み書きと話す
ことに関してはなかなか一人で改善することは難しく、私も自習
ではなく学習支援室で先生や、同級生、先輩方と一緒に TOEIC

の勉強をすることで、私はさらに英語に触れる機会を増やすこと
を心がけました。それが私の英語力が伸びたきっかけかなと思い
ます。学習支援室でやったことを復習することと色々な参考書に
も手を出してやってみたことも力になっていると思いますが、学
習支援室に行くことできっかけを作ることができたことが私の中
では大きなことでありました。器用な方は一つの参考書をやり通
すのも良いかもしれませんが、私は色々な参考書に手を出しそれ
ぞれから違うことを学んでいくことも一つではないかなと思いま
す。一つの参考書に固執して続けられないよりかは、色々なやり
方で常に勉強を続けるほうが良いと私は感じました。この勉強を
一年間続けることで気がつくと、2 年生時には一番上のクラスに
まで上がっていました。正直なところ、この勉強の続け方は辛く
ありませんでした。通学の時間を利用すること、映画を見ること、
友達や先輩方と一緒に勉強すること。一人で抱えて一人で苦しん
で勉強できないのであれば、みんなでやれば良いのではないか、
やらないよりかはやることで、続けることで結果が変わってくる
と思います。
　続いては、ドイツでの留学経験を通して感じたことですが、「み
んな大学に勉強しに来ているんだな。」、「自分ももっと勉強して
知識を付けていかないとな。」ということでした。留学先の学校
では学校全体が学習支援室のような空間でした。多くの学生がい
たる所で、グループで勉強していたのです。学校から出される課
題を一緒にやっている人たちも居ましたし、それぞれが自分の勉
強をしていて分からない事があれば、お互いに質問し合っている
集団もありました。なので、私もみんなと一緒に勉強できる時間
が多くとても有意義に、楽しく勉強できました。ですが、ここで
問題となってきたのが知識量の差でした。私が質問したことに対
してはみんながしっかり答えてくれたのですが、みんなが質問し
てきたことに対して私が答えられることは限られていました。な
ので、色々な知識を付けること、それに加えてそれを英語で意見
交換できるための英語力が必要だなと感じました。留学を通して
は、勉強することに対しての意欲の高さ、知識量の多さから刺激
を受けることが多々ありました。
　私は大学生活を留学とはかけ離れた存在からスタートし、英語
力を付けることで交換留学に行くという目標を達成するに至りま
した。ですが、その先にまだ、力不足を感じることがあり、さら
にこれからも努力していかなければならないと感じるきっかけも
与えて貰いました。何かに目標を持ち、行動すること、とにかく
何か行動することで成長していくきっかけ、楽しさを学ぶことが
できこれからも色々なことに興味関心を持ち行動していきたいな
と思っています。

グローバルスタディーズ学部 4 年　田上 勝也

ドイツから帰国前に自分で開いたお別れパーティーの集合写真です。
ドイツでは誕生等も自ら開くそうです。

フットサルの大会に出て、優勝したときの写真です。
毎回身体が痛くなりました。
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経営情報学部 学生会 企画部 

BEER GARDEN

　7 月 31 日に、多摩キャンパス芝生にて、学生会執行部主催 BEERGARDEN イベントを開催致しました。
このイベントは、学生委員会（教員・事務局で構成される大学の委員会）とのランチミーティングの際に、

「キャンパス内でお酒が飲めたらいいな」という、学生会執行部役員の声から立案されました。
　学生会執行部主催による飲食イベントは、昨年冬に行われた KTC 大掃除以来 2 度目と運営経験も浅く、
夜開催による照明や近隣への対応の問題、アルコール提供時の管理体制等、開催に際し、至るまでの課題
も山積みであり、マニュアルもない中で、手探りでのイベント準備となりました。また、学生会執行部創
部後初の有料イベントであるため、本当に人が集まるのか懸念もあり、お金をいただく以上、今までのイ
ベントよりも満足をしていただかなければならないプレッシャーなど、様々な重圧がのしかかりました。
　そんな中で迎えたイベント当日。当日にも様々なトラブルに見舞われ、課題の多く残るイベントとなりましたが、
50 名近い方にご予約をいただき、当日参加をしてくださった学生もおり、学生、教職員、学生会執行部役員総勢で
70 名程度と、沢山の方にご来場いただき、盛況のうちにイベントを終えることができました。ありがとうございました。

経営情報学部学生会 執行部部長　伊藤 公亮 

学園祭実行委員会からのお知らせ
　今年の多摩大学の学園祭（多摩祭）は 11 月 15 日（土）、16 日（日）に開催致します。そして、今年の多摩祭は見所がいっぱい！
毎年恒例であるヒーローショーはもちろん、有名人によるトークショーなども予定しています。多摩祭は小さなお子様から大人まで
幅広く楽しめるように多数企画していますので、是非11月の15日、16日は多摩大学へ遊びに来てください！絶対に後悔させません！

学園祭実行委員会 委員長　並木　 望 

学生会執行部 新入部員募集
　多摩大学経営情報学部学生会執行部では、共に多摩大学での生活をより良くしたいと考えている仲間を随時募集しております。
ご興味のある方は tamagakuseikai@gmail.com までご連絡いただくか、学生会室（テニスコート向かい）までお越し下さい。

Public viewing
　去る 6 月 20 日、001 教室。早朝にも関わらず、多くの人が集まり、教室のスクリーンに釘付けになった。代表選手たちの、フィー
ルドでの活躍に一喜一憂し、ときには大きな歓声があがることもあった。ワールドカップ。多摩大学でのパブリックビューイング。001
教室にある巨大なスクリーンと、卓越した音響設備を用いて、いつもとは違った感覚で、違う環境下で、そしていつもの仲間たちと一
体になって応援したい。実際に東京ドームへパブリックビューイングを観に行ったことのある学生会
役員から発せられた緊急企画であった。企画発案から開催までは 1 週間もなかった。しかし、開催
にまでこぎつけられた理由は、事務局の多大な協力ということもあるが、前日夜遅くまで大学に残り、
設置準備に取り組んだ学生会役員の働きがあったからこそである。広報での反響の中には、「自分た
ちの時にもこんな企画があれば」という先輩方からの声も頂いた。これからも学生会は、先輩方も
羨むような、時には先輩も巻き込んだ多摩大学一体で盛り上がれる企画を立案実行していきたい。

学生会執行部 後期の活動に向けた抱負 
　ここからは、後期の活動に向けた、学生会執行部の抱負を綴りたいと思います。BEERGARDEN イベントにおける設営を含め、日々
の学生会活動の中で、部内の食い違いやすれ違いも多くありながらも、学生会執行部メンバーの結束力は、イベントを重ねるごとに
固く結ばれつつあり、私自身も学生会メンバーのおかげで、日々成長が出来ていると実感できます。第二代学生会執行部の任期も残
り 5 ヶ月と節目も差し迫り、今年度の学生会活動は後半戦に突入しました。昨年度 3 月発行、学生ジャーナル掲載の就任挨拶にて、
この組織を軌道に乗せるべく、内側からインフラを整えたいと抱負で述べましたが、まだまだ私の務めを果たしきれていない部分が
多々あります。この半年間で、組織運営の難しさを痛感し、僕に付いてきてくれる学生会執行部メンバーの受け止めきれないほどの
温かさや、それぞれの想いもいただきました。来年度以降に向けて、僕らがやらなければならないことは山ほどあります。このメンバー
で楽しく活動ができ、最後には執行部メンバー一人ひとりが自己の成長を感じることが出来るよう、努めてまいります。どうか最後
まで私に付いてきてくれれば嬉しいです。話が変わってしまい申し訳ありませんが、このジャーナルをお読みになった皆様も、これ
からの学生会の活動への御支援をくださいますと幸いです。これからも、学生会執行部をどうぞ宜しくお願い申し上げます。
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